
　
清
水
安や
す
ぞ
う三
は
、
１
８
９
１
年
（
明
治

24
年
）
滋
賀
県
高
島
郡
新
儀
村
（
現
・

高
島
市
新
旭
町
北
畑
）
に
生
ま
れ
、
旧

制
膳
所
中
学
校
時
代
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
・

メ
レ
ル
・
ヴ
ォ
ー
リ
ズ
に
出
会
い
、
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
と
な
り
ま
し
た
。

１
９
１
７
年
（
大
正
６
年
、
26
歳
）

日
本
組
合
基
督
教
会
の
宣
教
師
と
し
て

中
国
に
渡
り
、
宣
教
活
動
の
傍
ら
近
隣

の
子
ど
も
た
ち
を
集
め
て
児
童
館
活
動

を
開
始
。
１
９
１
９
年
に
は
北
京
で
日

本
か
ら
寄
付
を
集
め
て
飢
え
に
苦
し
む

子
ど
も
た
ち
を
預
か
り
ま
す
。
こ
れ

に
よ
り
助
け
ら
れ
た
子
ど
も
た
ち
は

７
９
９
人
も
い
た
そ
う
で
す
。 清

水  

安
三  

北

湖西中学校

高島市役所

新
旭
駅

学而事人の石碑
湖西中学校の校門
入ってすぐそばに
あります。

清水安三の銅像
市役所敷地内に清
水安三先生の銅像
があります。
これと同じ銅像が、
桜美林大学（東京）
と、陳経綸中学（中
国北京）にもあり
ます。

生誕地
生家跡には記念碑
があります。

そ
の
後
北
京
市
立
の
朝
陽
中
学
と
し
て

引
き
継
が
れ
、
陳ち
ん
経け
い
綸り
ん
中
学
と
名
前
を

変
え
て
、
現
在
も
清
水
安
三
先
生
創
立

の
学
校
と
し
て
引
き
継
が
れ
て
い
ま

す
。

偉
大
な
る
教
育
者

　
こ
れ
ら
の
功
績
に
よ
り
中
国
側
か
ら

受
勲
が
あ
り
、
報
奨
金
を
受
け
ま
す
。

こ
れ
を
基
金
と
し
て
１
９
２
１
年
（
大

正
10
年
）
北
京
朝
陽
門
外
に
女
子
教
育

の
た
め
の
崇す
う
て
い貞
学
園
を
創
立
。
中
国
人

の
み
な
ら
ず
朝
鮮
人
、
日
本
人
も
分
け

隔
て
な
く
教
育
し
「
北
京
の
聖
者
」
と

称
さ
れ
ま
し
た
。
そ
れ
ぞ
れ
の
民
族
意

識
を
大
切
に
し
た
教
育
を
行
い
、
貧
し

い
子
ど
も
た
ち
一
人
ひ
と
り
に
教
育
の

機
会
を
与
え
た
清
水
安
三
の
功
績
は
、

現
代
に
お
い
て
も
な
お
そ
の
光
を
放
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
学
校
は
１
９
４
５
年
（
昭
和

20
年
）
の
終
戦
ま
で
続
き
ま
し
た
が
、

「石ころの生涯」　
　清水畏三／編（桜美林大学）

「朝陽門外の虹」
　山崎朋子／著（岩波書店）

「清水安三と中国」　
　太田哲男／著（花伝社）

関連
書籍

言葉

　
１
９
４
６
年
（
昭
和
21
年
、
54
歳
）、

日
本
に
帰
国
す
る
と
同
年
５
月
、
東
京

都
南
多
摩
郡
忠た
だ
お生
村
（
現
・
町
田
市
）

陳経綸中学校校舎壁面の創立
記念盤 ( レリーフ ) にも清水
先生の姿があります。

学而事人（がくじじじん）
　　・・・学びて人に事

つか
える

　これは、清水安三先生が終生
大切にした言葉で「学問は決し
て自分のためだけにするもので
はありません。身につけた力を
社会に役立てることが大切で
す。」という意味です。

に
桜お
う
び
り
ん

美
林
学
園
を
創
立
し
、
桜
美
林
高

等
女
学
校
を
設
立
し
ま
す
。
そ
の
後
学

制
改
革
に
よ
り
男
女
共
学
の
桜
美
林
中

学
校
、
桜
美
林
高
等
学
校
、
桜
美
林
短

期
大
学
を
設
立
、
１
９
６
６
年
に
は
桜

美
林
大
学
を
設
立
し
、
総
長
と
し
て
陣

頭
に
立
ち
ま
し
た
。

　
１
９
７
５
年
（
昭
和
50
年
）
１
月
、

新
旭
町
制
20
周
年
の
記
念
式
典
に
お
い

て
、
名
誉
町
民
に
選
ば
れ
ま
し
た
。

　
１
９
８
８
年
（
昭
和
63
年
）
１
月
17

日
、
96
歳
で
永
眠
さ
れ
ま
し
た
。

陳経綸中学校

新
旭
町
で
誕
生

　
宣
教
師
と
し
て
中
国
へ　

中
国
で
学
校
を
創
立
、

「
北
京
の
聖
者
」
と
称
さ
れ
る

桜
美
林
学
園
を
創
立
、

　
新
旭
町
の
名
誉
町
民
に

当時の崇貞中学裏門

現存する崇貞学園校門

特
集　

新
旭
町
出
身
の
教
育
者　
清
水
安や

す
ぞ
う三

先
生
が
、
平
成
25
年
12
月
上
演
予
定
の
第
３
回
市
民
劇
の
題
材

と
な
る
こ
と
が
決
ま
り
ま
し
た
。
今
回
の
特
集
で
は
、
人
生
の
全
て
を
教
育
に
か
け
た
清
水
安
三
先
生

と
は
ど
の
よ
う
な
人
物
だ
っ
た
の
か
を
ご
紹
介
し
ま
す
。１８９１年　　６月１日誕生

１９１０年　　旧制膳所中学校卒業
１９１５年　　同志社大学卒業
１９１７年　　中国（瀋

しん
陽
よう

）に渡る（26 歳）
１９１９年　　北京に移住
１９２１年　　崇貞工読女学校（崇貞学園）
　　　　　　　創立（30 歳）
１９２４年　　オベリン大学へ留学
１９２６年　　オベリン大学卒業
１９４５年　　崇貞学園接収
１９４６年　　３月　帰国
　　　　　　　５月　桜美林学園創立（54 歳）
１９８８年　　１月　死去（96 歳）
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